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� はじめに

私は���上の	
� �
�� ���
�����（以下	��）という音
楽ランキングを高校生の時に発見し、よく見て楽しんで
いた。このランキングはＣＤの売り上げなどから作成さ
れているチャートとは違い、登録されている世界中のラ
ンキングの全てを合計し毎週ランキングを発表している
ため、人々が今どの曲を好んで聴いているかが良く分か
るのが利点である。
本研究では音楽ランキングにおける曲の変動パターンを
つかむクラスタリング手法を提案する。特に視覚化した
とき動きが似ていると感じたものの距離が近くなるよう
にしたい。データは順位をそのまま使用するのではなく、
共に発表されている各週ごとのポイントの変遷・推移か
ら解析を行う。

� 関連研究

この研究は井手��������� �� ������の応用である。関連
研究では部分時系列クラスタリングという時系列データ
からのパターン抽出方法を提案している。この方法は�本
の長い時系列データを多数の部分系列に分け、それらを
それぞれ独立なベクトルとしてクラスタリングしようと
いうものである。このクラスタリングをし、できたクラ
スタ平均を代表パターンとして取り出すことが目的であ
る。また、この長い時系列ベクトルから多数の部分ベク
トルを作る際に用いるのが��
�
�� �
��
� �����
 !�とい
う方法である。この方法は一つの長い時系列データを固
定窓幅ωで区切り、少しずつずらしていって部分時系列
ベクトルを作ることである。

� 解析方法

方針としては一般のクラスタリング手法を用いる。ま
ず、それぞれの曲に対し�曲間の距離を求め、その距離に
もとづいてクラスタリングを行う。問題は距離の算出方
法であるが曲によって登場週数、つまりデータ数にばら
つきがある。例えばある曲は�"週しかチャートインしな
かったため、�"週分のデータしかないが、ある曲は�#週
分のデータがあるためデータ数に差があるものを比較す
る新たな方法が必要となる。

��� 週数幅ω

長い一つの曲をどのくらいの幅で分けていくかという
週数幅の決定に関しては井出ら���に記述されている。し
かし今回のようにランクイン週数の違う�曲を扱う場合に
どのような週数幅を使えばよいのかは不明である。その
ためいくつかの曲で週数幅を変えて実験したところ、あ
る曲の上昇期に対し別曲の下降期との距離が小さくなっ
てしまうことがあった。この問題を解決するためある程
度安定する�$週に週数幅を設定した。

��� 補正

�曲間距離を計算する前に、それぞれの曲についてポイ
ントの補正が必要となる。もしそのままクラスタリング
を行うと「大ヒットした群」「中くらいのヒットした群」
「ヒットしなかった曲」の�群に分かれてしまうのは明ら
かで、変動パターンをつかむ今回の目的とは一致しない。
補正には平均ポイントや最高ポイントなどそれぞれの曲
に関する何らかのポイントを計算し、そのポイントで各
週のポイントを割ることによって全ての曲のポイントを
そろえる必要がある。今回曲のポイント補正方法として
�種類考えた。以下にそれぞれの特徴をまとめる。

�� 最大値で割った場合は、ヒット規模で群分けされに
くく最高ポイントをある程度無視したクラスタリン
グができる。しかしポイント変動タイプが加味され
にくく、ヒットタイミングで差ができにくい。また
外れ最高値がある場合その結果に左右されてしまう。

�� 平均値で割った場合は、ポイント変動タイプによっ
て平均値が変わるため、ヒットタイミングを考慮し
たクラスタリングができる。しかしヒット規模で群
分けされやすく、大ヒット群と小ヒット群に分かれ
てしまう。また平均値なので下位が長く続くとその
結果に左右されてしまう。

�� 上位値の平均で割る方法は最高値と平均値の間をとっ
たような方法である。外れ値があっても、下位が長
く続いても左右されにくく、安定している。

��� �曲間距離の算出方法

�曲間距離の算出にはまず、井出���の��
�
�� �
��
�

�����
 !�を使って１曲をいくつかのパートに分ける。井
出���では対象となる時系列が�つのみだったため一方のみ
をスライドさせる方法であったが、ここでは�曲間比較で
あるため両方のデータをスライドさせる点で違いがある。
本研究ではこの音楽ランキングの場合を例に出す。固定窓
幅ω（週数幅）を�$週とすると�つ目���%� & �� �� ����ω'

は�週目から�$週目まで、�つ目���%� & �� �� ����ω'は�週
目から�#週目まで、�つ目���%� & �� �� ����ω'は�週目か
ら�(週目までという具合に部分時系列を作っていく。最
終的には�つの曲から登場週数�に対し� �ω ) �個の部
分時系列が生成されることになる。 できた�曲目の部分
時系列�と�曲目の部分時系列�を�

���%� & �� �� ���� ��ω) �'

���%� & �� �� ������ω) �'
%�'

とおくことにする。�は�曲目の登場週数、�は�曲目の登
場週数である。
次に実際にこの�曲間の距離を計算するのであるが、そ
れにはまず�曲目と�曲目の部分時系列同士のユークリッ
ド距離を計算する必要がある。	%
� �'を
と�ベクトル同



士のユークリッド距離として、部分時系列間の距離行列
�����を���、���を使い以下のように定義する。

��� & 	%��� � ���' %�'

��� 距離行列の意味

距離行列�����は曲の全ての一部分どうしの距離をあら
わしたものである。なぜこのような操作をしたのかとい
うと曲によってヒットしはじめるタイミングが違うから
である。ただ単に人気が急上昇した時期が少しずれてい
ただけの�曲間距離は近くなるのが理想とされる。そこで
この距離行列は全ての一部分どうしの距離を計算してい
るため、�曲間で最も距離の近くなった週どうしを選んで
その�曲の総合的な距離として適用することができる。

��� �曲間距離

次に�曲間の距離行列を一つの数値にまとめる。�曲間
距離
は以下の式で定義する。
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まずそれぞれの行方向について最小値をとり、その最
小値の平均をとる。同様にそれぞれの列方向についても
最小値をとり、その平均をとる。最後に行方向の平均値
と列方向の平均値の平均を�曲間距離とする。

� 解析結果

以上の方法で解析を行うこととする。今回の解析では
週数幅ωを�$週、またポイント補正方法は上位$値の平均
で割る方法をとった。今回使用するデータは����年の���

曲である。解析で得られた結果を左から大きく$群に分け
ることにする。
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� 第�群
全ての曲が��週以下とランクイン期間が短い曲がこ
の群を占める。

� 第�群
この群の登場週数を見てみると�"週から��週まで幅
広いが、第�群に近いスピードで上昇しヒットタイミ
ングが早いのが特徴である。

� 第�群
全ての曲が��週以下とランクイン期間が短い。しか
しランクイン期間が短いがヒットタイミングは平均
的で、その分ピーク後の下降スピードが速い。

� 第�群
この群は��週から最高は�#週まで幅広い曲が属すロ
ングヒット群である。ロングヒットであるがどの曲
も上昇スピードは速く、わりとしっかりしたヒット
の山を持つ曲群である。

� 第$群
この群の大きな特徴は序盤のポイント上昇が他のど
の群よりも緩やかなことである。曲のピークが��週
前後の曲が多いが、その反面ピーク後は一気に下降
しランク外になる曲が多い。

��� まとめ

第�群と第�群と第�群は良く似ていて違いが分かりづら
いが、単にランクイン期間が短い第�群の「短期間ヒット
群」に対し第�群は下降スピードが平均的なため「ヒット
タイミング早期群」。また第�群はランクイン期間が短い
割にヒットタイミングが少し遅めで、下降が急激なため
「ヒットタイミング末期群」とそれぞれ現行の手法でとて
も細かい特徴まで読み取れていることが分かった。他に
も第�群と第$群のようにどちらも��週前後のロングヒッ
ト曲が多い中でヒットタイミングによる群分けができて
いた。第�群はヒットがしっかりしていた「ロングヒット
群」。また第$群は上昇スピードは緩やかであるが一気に
下降する「急下降群」であった。

� おわりに

本研究の目的は音楽ランキングにおける曲の変動パター
ンをつかむクラスタリング手法の提案であった。変動パ
ターンという点に関しては解析結果にも反映され良い手
法ができていた。ランクイン週数やヒットタイミングが
違っても似ている変動をしたものについてはまとめるこ
とができ、「視覚化した場合」という大きな指標は満たし
ていた。
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